
調 査 の 概 要  

1 調査の目的  

この調査は、調査対象となった男女の結婚、H産、就業等の実態及び意識の経年変化の状況を継続   

的に観察することにより、少了一化対策等厚生労働行政施策の企画立案、実施等のための某礎資料を得   

ることを目的としノて、平成14年を初年として実施しノているものである。  

2 調査の対象及び客体  

平成14年1Cl月末時点で20～34歳であった全国の男女（及びその配偶者）を対象とし、その   

うち、第4回調査において協力を得られた者等（及びその配偶者）を客体とした。  

3 調査の実施日  

平成18年11月1［］（水）  

4 調査の事項  

什事の有無、就業形態、就業時間、職業観、配偶者の有無、独身者の結婚意欲、  

了一ども観、家事・育児時間、住屈の状況、親との同居の有無、前年の所得等  

什事の有無、就業形態、就業時間、職業観、仕事と子育ての両立支援制度の  

（1）男性票  

（2） 女惟票  

状況、配偶者の有無、独身者の結婚意欲、ア▲ども観、親との同居の有無、住居  
の状況、了－どもの状況、前年の所得等  

（3）配偶者票（男性用）…… 仕事の有無、家事・育児時間等  

（4）配偶者票（女惟用）‥  仕事の有無、就業形態、就業時間、仕事と子育ての両立支援制度の  

状況、子どもの状況等  

5 調査の方法  

（1）調査員があらかじめ配布した調査票に被調査者が自ら記入し、嫁封したものを後日調査員が回  

収する方法により行った。  

（2）第1回調査以降に転出した者は、厚生労働省から郵送された調査票に被調査者が自ら記入し、  

郵送により厚生労働省に提目する方法により行った〔〕  

6 調査の系統  

調査員＋ 被調査者   （1）厚生労働省＋ 都道府県  保健所  

」 保健所設置市」  
特 別 区  

被調査者  （2）厚生労働省  



7 結果の集計及び集計客体  

結果の集計は、厚生労働省大臣官房統計情報部において行った。  

調査客体数、回収客体数、集計客体数は次のとおりである。   

なお、本概況における集計客体数とは、調査客体となって以降、継続して集計可能である客体をいう。  

調査客体数   回収客体数   集計客体数   

男性票   9，749   8，581   7，588   

女件票   10，－455   9，409   8，403   

配偶者票（男作用）   2，328   2，126   1，344   

配偶者票（女性用）   1，071   975   473   

計   23，603   21，091   17，808   

（参考）第1「叶からの男性票と女性票の調査客体数と回収客体数  

調査回   調査票の種類   調査客体数   回収客体数   回収率   

第1回   男性票   16，964   13，743   81．0％  

女件票   16，725   14，150   84．6％  

（計）   33，689   27，893   82．8％   

第2回   男性票   14，809   11，910   80．4％  

女性票   14，874   12，483   83．9％  

（計）   29，683   24，393   82．2％   

第3回   男惟票   12，431   10，480   84．3％  

女性票   12，899   11，083   85．9％  

（計）   25，330   21，563   85．1％   

第4回   男性票   10，908   9，509   87．2％  

女性票   11，517   10，207   88．6％  

（計）   22，425   19，716   87．9％   

第5回   身性票   9，749   8，581   88．0％  

女性票   10，455   9，409   90．0％  

（計）   20，204   17，990   89．0％   

8 利用上の注意  

（二1）表章記号の規約  

計数のない場合  

（2）この概況に掲載の数値は四捨五入してあるので、内訳の合計が「総数」に合わない場合がある。  

（ニi）この概況に掲載の数値には、統計数が僅少のため利用する際に注意が必要なものが含まれる。  

2【   



結 果 の 概 要  

Ⅰ 結婚の状況  

1 独身者のこの4年間の結婚の状況  

（1）結婚の状況  

第1回の独身者は、この4年間で、男性16．4％、女性21．6％が結婚した。   

第1回の独身者のうち、男はこの1年間で4．0％が結婚し、この4年間で結婚したのは16．4％とな  

った。女はこの1年間で5．5％が結婚し、この4年間では21．6％となった。男女とも、第1回の年齢  

が25～29歳の階級が結婚した割合が最も高く、男19．8％、女28．4％となっている。（表1、図1）  

表1 性、年齢階級別にみたこの4年間の結婚の状況  
（単位：（払）  

第1回配偶者の有無  この4年間の結婚の状況  

配偶者 り        配偶者なし   結婚した   
総 数  結婚して  

あ  いない  

男  （100．0）100．0 ：iこう．5   65．2  10．7  2．0  3．1  こう．0  2．6  54，5  

第  ［100．0］ ［16．4］［3．1］［4．7］［4．6］［4．0］［83．6］   

20～24歳                                ロ   （27 7）1000   48   94．0  12．7  1．9  4．0  3．5  3．4  81．2   
回  （24～28）   ［100．0］ ［13．5］ ［2．0］ ［4．2］ ［3．7］ ［3．6］［86．5］   

の 年  14．0  2．6  3．8  ニi．9  3・7  56・6  

齢   
（29～33）   ［100．0］ ［19．8］ ［3．7］ ［5．4」 ［5．5］ ［5．3］［80，2］   

階  30～34歳  （39．2）100．0  58．4   40．5  6．5  1．7  1．9  1．9  1・0  34・0   

級  ［100．0］ ［16．1］ ［4．1］ ［4．7］ ［4．6］ ［2．6］［83．9］  

女  （100．0）100．0  42．6   56．5  12．2  2．7  3．1  3．3  3．1   44・3  

［100．0］ ［21．6］［4．8］［5，5］［5．8］［5．5］［78．4］  

20～24歳                                  （28．1）100．0   6．4   92，9  16．2  2．4  4．0  ／l．7  5．1   76・7  

内  
は  

［100．0］ ［17．5］ ［2．6］ ［4．3］ ［5．1］ ［5．5］［82．5］  

第   17．1  4．4  4．1  4．6  4．0  43．2   

5  （29～：i3）   ［100．0］ ［28．4］ ［7．3］ ［6．8］ ［7．6］ ［6．6］［71．6］   

匝1  30～34歳  （40．3）100．0  70．9   28．1  5，5  1．6  1．7  1．2  1．0  22．6  
（34～38）   ［100．0］ ［19．6］ ［5．7］ ［5．9］ ［4．3］ ［3．7］［80．4］   

注：1）集計対象は、第l川から第5L可まで回答を得られている者である，  

2）「結婚した」には、この4年間に結婚した後離婚した者を含む。  
3）第＝軸配偶者‘のイナ無の総数には、配偶者の有無不評を含む。  
4）「1内は、第1い－】で配偶者なしであった者を総数としたこの4年間の結婚の状況である  

5）4隼間で2li】1以卜結婚している場合、最新の紆ほ昏の状況について計Lしている。  

図1 独身者のこの4年間の結婚の状況  
女  

結婚した216   結婚した164  
12回間｛   

31＼  

総数  

20～24歳  
（24～28）  

25～29歳  
（29～33）  

30～34歳  
（34～38）  

結婚していない784  総数  結婚していなし＼836  

23回聞34回間 4－5回間   

55   58   55  47  46   40  

20～24歳  
（24～28）  

25～29歳  
（29－33）  

30～34歳  
（34～38）  

20 42 37 36  

40％  80％  80％  100％  0％  20％  40％  60％  80％  100†b  

往：1）集計対象は、第1回かr〕第5回まで回答を得られている者である。  
2）「結婚したlには、こ〝）4年12りに結婚した後離婚した音を含む。  
3）年齢は、節目盲】の年齢である‖（）内は節5回の隼齢であるr  
4）4年問で2回以J二結婚している場合、最新の結婚の状況に／〕いて計上しているr  

－3一  
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（2）親との同居の有無別にみた状況  

男女ともに、親と同居している場合よりも親と同居していない場合の方が、「結婚した」の割合が  

高い傾向がある。   

第1回の独身者について、「結婚した」は結婚前の、「結婚していない」は第4回の親との同居の  

有無別に、この4年間の結婚の状況をみた。親と同居していない場合は男22．2％、女24．2％が結婚し  

ており、親と「rr」屈している場合には労15．7？ら、女21．2一弘が結婚している。   

年齢階級が26／、、ノ30歳では、親と同居していない場合に男27．0％、女34．6％が結婚しており、親と  

同居している場合には男17．4％、女24∴う％が結婚している。（表2、凶2）  

表2 性、年齢階級、親との同居の有無別にみたこの4年間の結婚の状況  

（単位：％））  

女  

総数   
結婚して  

結婚した   いない   総数   
結婚して  

結婚した   いない   

（川0．n） 1伸n  16．∠1  H3．6    （1n〔）．0） 1（肌n  21．6  78．4  
て  （76．H） 100．0  15．7  R4∴う    （H2．2） l（）0．0  21．2  78．8   
て  22．2  77．H    （1：う．1） 100．∩  24．2  75．8  

（100．0） 10（）．（）   17．6  日2∴1    （10〔）．0） lr）0．（）  21．4  78．6  
て  （77∴1） 10（）．0  17．7  82．3    （HLl．2） 川（）．0  21．0  79．0   
て  20．O  Hn．（）    （11．0） 100．0  2H．2  71．8  

（川0．0） 10（）．（）  用．7  椚∴う    （川什小  1（）0．（）  25．5  7ノ′i．5  

て  （77．7） 100．O  17∴1  H2．6    （85．7） lt）（）．0  24∴i  75．7   
て  27．（1  73．n    （1り．1）  川仇0  3・4．6  65，4  

（1〔）0．（）） 100，0  16．1  ト；こi．9    （10（）．0） 100．0  20．2  79．R  
て  （76．こ′り 10（）．0  15．7  H■1．3    （7軋3） 100．0  20．2  79．R   
て  2：う．n  77．0    （川．9） iOO．ー）   19．1  捌t9  

（川0．0） 100．O  H．（）  92．0    （100．0） 100．0  8．2  91．R  
て  （7‘′4∴1） 100．0  （う．9  93．l    （72．8） 100．O  H．4  91．6   
て  10．1  H9．9    （21∴う） 10∩．∩  8．5  別．5   

総数  
親とrr抽ナし  

親と同居L  

21～25歳  
親と＝属L  
親と同属－L  

26～：うn歳  

親と「■拍子し  
親と同居し  

こう1～：う5歳  

親と同居し  
親と同居L  

こ弼～こう8歳  

親と同卓二一し  
親と同店し  

税
と
㍗
〓
唐
の
存
無
 
 

注∴1）集計対象は、第l回独身で第5帖吏で回答を得られている行である、  

2）隼齢は、F結婚したは結婚後♂）、「結婚していない」は第5l‖1の隼齢である   
：う）親との「刷訂〃在無ほ、結婚Lた」は結婚前の、「糸銅昏していない」は第4r‖lの状況である、「  
4）「親とr■「律‡している」とは、父母り）うナノいずれか1人で＝■小吉している場合をいうい  
5）「結婚した≡ には、この4年≠に結婚した後離婚した首を含む′〕  
6）4年「Ⅲで2川以上結婚している場合、最新の結婚の状況について計卜している、1  
7）総数、各年齢階級の総数には、親との同居慣イJ▲無イこ言、戸を含む 

図2 親との同居の有無別にみたこの4年間に結婚した割介  

34・6 
親と同居している】57  

親と同居していない 222  

26～30歳  3l－35歳  36－38歳  総数  21－25歳  26～30歳  31～35歳    36～38歳   総数  21～2さ）歳  

仁：＝渠村射し、J†、）1再甘身ご′1′ユ∴【LrlLこ、回符ノゝイj L、ノjtこいノ’）β ご万〕ろ  
コ）f卜1れ1、結帖佐直隼潮ごrt㍉ろ  
）仙l州帖車リリ畑L∴結婚前詔勅諭∴り中  
り親∴伸＝∴ごい／しJlごL、′く＝L′）ノ 、】ハ／1ノ＼ご≠ノ吊申∴∴いろ場√ノンしぃ  
ー）二／）川牒∴結帰し ん‾後舶煩い∴パノー・′′「J．  
吊⊥＝巨■rlJ二ニコいじソ、i結㈱し ∵い石場合、IH恒亘小郡再壮≠  ∴‡†l 二い′て）  

】4一  



（3）仕事の有無、一週間の就業時間別にみた状況  

男性は、仕事が正規の場合18．0％、非正規の場合9．1％が、この4年間に結婚した。   

第1回の独身者について、「結婚した」は結婚前の、「結婚していない」は第4回の仕事の有無別  

にこの4年間の結婚の状況をみた。   

男は「仕事あり」の17．8％、「仕事なし」の6．2％が結婚した。仕事ありのうち、就業形態の正規・  

非正規別では、「正規」で18．0％、「非正規」で9．1％と、8．9ポイントの差がある。   

また、女の、仕事の有無や就業形態別にみた結婚の状況は、男のような大きな違いはみられない。  

（表3、図3）  

表3 性、仕事の有無別にみたこの4年間の結婚の状況  
（単位：％）  

総 数   結婚した  結婚していない   

男   （100．0） 100．0  16．4  8ニi．6  

仕事あり   （87．5） 100．0  17．8  82．2  

（再掲）正規   （58．9） 100，0  18．0  82．0  

仕  （再掲）非正規   （16．5） 100．0  9．1  90．9   

事  （12．4） 100．0  6．2  9二う．8  

の  

有   （100．0） 100．0  21．6  7軋4   

4旺  仕事あり   （89．2） 100．0  21．6  78．4  

（再掲）正規   （52．9） 100．0  21．6  7軋4  

（再掲）非正規   （30．8） 100．0  19．1  80．9  

仕事なし   （10．7） 100．0  21．1  78．9   

注：1）集計対象は、第1回独身で第5回まで回答を得られている者である。  

2）仕事の有無、就業形態は、「結婚した」は結婚前の、「結婚していない」は第4回の状況てある。  

3）「結婚した」には、この4年間に結婚した後離婚した者を含む。  

4）4年間で2回以上結婚している場合、最新の結婚の状況について計上している。  

5）「男」「女」には、仕事の有無不詳を含む。  

図3 仕事の有無別にみたこの4年間の結婚の状況  

仕事あり  結婚した  
l 

正規 18・0  

0％  20％  40％  60q0  80％  100サ○  

女  

仕事なし  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

往：】）集計対顔は、、第1日独身で第5い－はでトー】答を得られている宵であな  

2）什事のイJ▲無モ、就業形態は、「紙婚した」は糸．欄付け）、 r結婚していないj は第41叶〃状況である  

こう）「結婚した」には、二の4隼聞に結婚した後離婚した昔を含む 
4）4年IH「ご2L・11以日清媚している場合、最新の結婚の状況について計卜しているし  

－5－  
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さらに、仕事ありであった者について、一週間の就業時間別にこの4年間の結婚の状況をみると、  

刀は40時間以1二が、40時間人満よりも「結婚した」の割合が高い。また、女は就業時間による違い  

はみられない。（表4）  

表4 件、 一週間の就業時間別にみたこの4年間の結婚の状況  

（単位：％）  

総数   結婚した   結女侍していない   

（100．0）   10（）．0  17．8  82．2  
1 （3．1）   100．0  7．5  92．5   
1 （∠1．5）   100．0  7．6  92．4   
つし （3．9）   100．0  10．2  89．8   
1 （47．6）   10（〕，0  18．2  81．8   
1 （17．9）   100．0  17．5  82．5   
∈  （16．5）   100．0  21．5  78．5   

（100，0）   10（〕．0  21．6  78．4  
1 （・ご1．0）   100．0  21．2  78．8   
1 （8．0）   10（〕．0  16．0  84．0   
〔．し （10．3）   100．0  25．4  74．6   

1 （51．2）   10（）．0  20．8  79．2   
1 （12．7）   100．0  16．9  83．1   
刷寺間以仁   （5．9）   100．0  23．5  76．5   

男
 
 

一
週
間
の
就
業
時
間
 
 
 

女
〔
 
 

注：1）集計対象け、第1回独身で第引・1はで回答を得られている甘で、「結婚Lた」は結婚前に、  

「結婚していない」は第1回に什【ホ・あり〝）昔であるし   

2）一週一帖拙漁業時制H、「結婚Lた」は結婚前ノ）「結婚していない」は第4回の状†兄である「   

こり「結婚したには、二の1隼l～りに結婚Lた後離婚した甘を含む、、   

り㌢同町で封し－1以H結婚している場合、最新の結朋状冊況に／っいて．汁1二Lている 

5）「ガ」「女」には、 一週IJijc7㌶釘業畔川畑不訂を含む 
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（4）結婚の状況別にみた就業状況の変化  

女性は44．5％が結婚後も同一就業を継続し、28．7％が離職をしている。男性は72．0％が結婚後も同  

一就業を継続している。   

第1回の独身者について、この4年間の結婚の状況別に、「結婚した」は結婚前後の、「結婚して  

いない」はこの1年間の就業状況の変化をみた。   

結婚した場合の「同一就業継続」は、男72．0％、女44．5％、「離職」は、男1．4％、女28．7％、結婚  

していない場合の「同一就業継続」は、男68．7％、女68．9％、「離職」は、男3．1％、女5．0％となって  

いる。（表5、図4）  

表5 性、この4年間の結婚の状況、年齢階級別にみた就業状況の変化  
川うイ立：％）  

総数  （再抱）  
新規   離職  無職  十二．‡1  
就業  継続  

‥二規   非l巨魁   

結婚した   （100．（））100．0  72．n  59．5  1．′1 11．5  （）．6   2．6  ：i∴う  ト1  1．′1 10．5  
21～25歳   （18．5） 川0．0  59∴う  ′用．0   ′1．7  11∴う   0．7   2．0   9∴う  ：う．3   2．7  ‖．0  
26～：う（）歳   （45．4）100．0  71．2  60．6   3．5  12．0   0．5  ：i．0   2．7   0．8  1．′1 12．0  
3上＼15歳   （30．1） 川0．O  HO．7  64．3   6．6   9．8   0．ボ   2．5   1．2   0．8   0．8  （う．6  

：う6～：う8歳   （5．9）100．0  72．9  62．5  16．7  2．1  2．1  日．3  

結婚していない  （1（）0．0）100．0  （軋7  51．7  （）．R  12．2   1．6   2．5   5．6  ：う．1  わ．3   2．2  

2′1～25叔   （】Ll） 100．0  55∴i  こう9．1 12．0  16．5   l．6   ノ1，5  1l．こう   ′1．2  11．6   1．1  

26～30歳   （こほ．8） 100．0  68．6  51．3  11．5  13．3  1．9   2．6   5．7   3．0   7．2   2．2  
31一＼一35歳   （30．8）100．0  7′1．1  57．7   7．5  10．1   1．6  l．6   3．5   2．6   7．1  2．2  
：う6～3日歳   （1こう．4）1（）（）．0  7ニう．6  55．5   7．2   日．（） （）．7  1．H   2．7  ：う．1  0．（う  ：う．1   

結婚した   （100．0）100．（）  ′′115  31．5  10．7  11．こう   3．1  ト1  ′1∴う  28．7  （う．1   5．1  
21～25歳   （20．9）100．0  こう9．7  封．3   日．1 13．6   3．3   0．9   2．3  ：ミ：う．6   7．〔）  2．8  
26～：和服   （50．6）100．0  ′′13．1  31．9   9．3  11．2   2．9  1．5   5．0  29．5   5．6   5．6  
ニう1～：ほ歳   （25．0）10（）．0  51．2  31．6  15．6  川．2   3．1   1．6   ′1．7  2：う∴1  5，1   5．5  

36～：う鋸妄   （ニう．5）100．0  17，2  27．パ  】1．1  8∴う   5．6  2．8  25．O   H．こi  H∴う  

女                                                                                                                                                  結婚していない  （100．0）100．0  68．9  ′16．5  20．0  1こう．6   2．0   2．2   5．3   5．0   5．1   1．8  
2′1～25歳   （21．1）100．0  66．2  ′′15．7  19．6  15．7   2．（）  2．8   5．9   5．0   5．5   1．H  

26（－：∃0歳   （′10．8）1（〕∩．（〕  67．5  ノ16．1 19．2   ほ．7   2．2   2．7   5，1   5，2   ′1．H   l．1  
3卜、35歳   （27．2）100．0  72∴1  ′1日．1  20．9  10．0  1．5  1．5   1．H   ∫1．H   5．R   2．2  
こう6～3鋸箆   （10．9）100．0  71．1  46．2  21．0  ユ1．1  0．7   0．7  1．7   4．7   6．2   2．2   

＝：1）乳汁対象は、第＝叶独身で第5いはて回答をて〔圭r，れている者である ただしノ、「結婚Lたには、調査と調査叫～l】に結婚し／、  
か／〕離肺Lた肴を除く  

2）隼齢は、 r糸［川†しノた」は結婚後択、「結婚してい／言い」け第5卜小ノ）イド齢であろ 
封就業状況明変化J七、「緋媚し／た」け結湘拍1緩び〕、「結婚していない」どt第∠l巨Jlかr」昔‡5【＝＝二かけての就業状況ぴ）変化であろ 
1）4イドドりで2iロl以上結婚している場合、最新の結婚〝）状況について計卜しているr  

結婚した  

2．2  

結婚していない  687  

女  

4・l・   結婚した  

軌ていない  689 

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

汗：1）集計対象は、第1H独身で第5卜りよでl‖l答を得られている甘であるし、ただし、結婚したには、調査と調査（／川りに糸．－．婚し、  
かつ離婚した音を除く。  

2）就業状況の変化は、「結婚した書 は結婚前後の、「結締していない」は第4回から第5l‖】にかけての就業状況び）変化である。  
ニう）4年間で2lLJl以卜結婚している場合、最新肌結婚の状況に／ついて計卜Lている（  

7   



（5）所得額別にみたこの2年間の結婚の状況  

男女ともに、「400～500万円未満」で「結婚した」の割合が最も高く、所得額が高くなるほど、結  

婚の割合が高くなる傾向がある。   

第3回の独身者について、「結婚した」は、第3回から第4回問の結婚は平成15年中、第4回か  

ら第5回間の結婚は平成16年中の、「結婚していない」は平成16年中の所得額階級別に、この2年  

間¢r）結婚の状況をみた。   

男女ともに、「∠100～500万円未満」で「結婚した」の割合が最も高く、所得額が高くなるほど、結  

婚の割合が高くなる傾向があり、特に、男では、最も低い「100万円未満」で4．4％、最も高い「400  

～500万円未満」で13．4％と、9．0ポイントの差がある。（表6、図5）  

表6 性、所得額階級別にみたこの2年間の結婚の状況  

（単位：（シら）  

男  女  

総数   
結婚して  

結婚した   いない   総数   
結婚して  

結婚した   いない   

（100．0）   100．0  9．1  90．9    （100．0）   100．0  12．5  87．5  

（巨L4）   10（〕．∩  4．4  95．6    （13．6）   100．0  9．8  90．2  

ナ示  （12．（り  1（肌0  5．1  94．9    （2ニう．7）   100．0  11．6  88．4  

予示  （20．9）  100．0  9．9  洲．1  （28．2）  100．0  14．1  85．9  

子戸  （21．5）   100．O  11．6  88．4    （15．8）   100．0  13．8  86．2  

百  （11，H）   100．0  13．4  86．6  （5．7）   100．0  15．6  84．4  

（7．4）  100．0  10．7  89∴i  （ニう．0）   100．0  14，3  85．7   

総数  

10∩万円未満  

100～200ノノ円木  

200～300ノブ円木  

う00～400力▲円末  

400～500力▲円／科  

500月一円以上  

汗：＝焦．汁対（畑土、第こぅ  独身で第封・T】たで回答／呈・子1J二「）れている首でぁる 仁′′ごし、胡たと誹けかり廿に結婚し、かつ離婚した者を除く  

か所得翻と仁よ、l侶伸ノ）「働いて‖た州す＝ と そノ）他J）所々1j▲ し／）㌦汗余裾ごあろ  
：i）所イ拍鉦土、「経机‡しノた rL、第ニi・・†′小し■J第1い＝伸ハ結相い＝′二成15イト小、   

第11＝しい「J第5【t－＝両川結柾汀仁l′成16年・い｛ノ〕 ノ1．1購しノていないJt、卜成16勺川木ハ状況でぁる  
1）総放にごt、所得裾不．けを「キむ 

5）2勺用いで1回以卜糸．1f婚Lていろ場合、最凍拉）ホ．欄恒里畑肌二／〕いて．汗上している 

図5 所得額階級別にみたこの2年間に「結婚した」者  

100万円未満  100万円未満  

10〔い〉200万円未満  用0～20Cl万円未満  

200～300万円未満  200～300万円未満  

300～400万円未満  
300～40C万円未満  

400～500万円未満  
400～500万円未満  

500万円以上  
500万円以上  

0ワ0  5□8  †0％  15％  Oqα  5□0  108D  1500  208b  

ー11）集計女、j象H、箭∵川叫舛身て肯与5回Eで川答う∴‖▲レ■）れごいろ賞ご√妄′－ろ たたしノ、劇作と誹査〔川7ijに糸．欄盲L、かノJ離婚しノた首を砕くL  
2）所‖灘巨ヒご上、l牛関れ働いて‖十両雄 と そリ）他〟）頼子〔j」レ）合計金翻でふろ   

：侶畑㍑触丈、弟3回か1、J第」川神川結媚け十両lシ牛申、第」l・咽l「J第封＝吊りゾ）結姉江平成16イ巨い／珊、二況である 

l）2イ＝■りて2川1ソトホ．用‡lノ1㌧㌃場合、最新れ紬肘ノ雄二祝にノ〕いて計上Lている  
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2 仕事をしていた女性の結婚後の就業継続の有無  

（1）年齢階級別にみた状況  

女性は、仕事が正規の場合57．7％、非正規の場合39．4％が、結婚後も同一就業を継続している。   

表5のうち、この4年間に結婚し、結婚前に仕事をしていた女性について結婚後の就業継続の有  

無をみると、「同一就業継続」は49．8％、「転職」は12．7％、「離職」は32．1％となっている。   

また、就業形態別にみると、「正規」では57．7％、「非正規」では39．4％が「同一就業継続」となっ  

ている。「非正規」では、「離職」が39．8％となっており、21～25歳では、約半数が離職している。  

（表7、図6）  

表7 年齢階級別にみた女性の就業継続の有無  

（単位二％）  

（再掲）  

正規へ  

総数  

21～25歳  

26～30歳  

31～35歳  

36～38歳  

（再掲）正規  

21～25歳  

26～30歳  

31～35歳  

36～38歳  

（再掲）非正規  

21～25歳  

26～30歳  

31～35歳  

36～38歳  

（100．0） 100．0  

（20．9） 100．0  

（50．4） 100．0  

（25．2） 100．0  

（3．5） 100．0  

（100．0） 100．0  

（22．0） 100．0  

（51．5） 100．0  

（23．2） 100．0  

（3．3） 100．0  

（100．0） 100．0  

（21．5） 100．0  

（50．2） 100．0  

（26．2） 100．0  

（2．2） 100．0  
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注：1）集計対象は、第1回独身で第5回まで回答を得られ、この4年間に結婚し、結婚前に仕事ありの女性である。  

ただし、調査と調査の間に結婚し、かつ離婚した者を除く。  
2）4年間で2回以上結婚している場合、最新の結婚の状況について計上している。  

図6 女性の就業継続の有無  

総  数  

（再掲）正規  

（再掲）非正規  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

汀：1）集計対象は、第1回独身で第5巨叶まで回答を得られ、この4年間に結婚し、結婚百子‖こ仕事ありの女件である。  
ただし、調査と調奄の間に結婚し、かつ離婚した者を除く。  

2）4勺澗で2回以仁結婚している場合、最新の結婚の状況について計Lしているし）  
3）「汀三規」「非止規」は、結婚前の状況である。  
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（2）1年前の「結婚後の就業継続意欲」別にみた状況   

1年前に、仕事を「結婚した後も続ける」と考えていた女性の72．9％が、結婚後も同一就業を継続  

している。   

第1回から第4回までの独身者について、この1年間に結婚し、結婚前に仕事をしていた女惟に  

ついて、第4回の結婚後の就業継続意欲別に就業継続の有無をみた。  

1年前に、仕事を「結婚した後も続ける」と考えていた女性の72．9％が、結婚後も「同一就業継続」  

となっている。   

重た、就業形態別にみると、「正規」では80．5％、「非正規」では65．0％が「同一就業継続」となっ  

ている。（表8、図7）  

衣8 第4回の結婚後の就業継続意欲別にみた女惟の就業継続の有無  

（単イl】／二（鋸  

総数  

一」ユ ノl     結婚Lた緩   

こぃ1   結婚を機：二  

考えていナL   

（再掲）‥二規  

結婚した緩   

リ座  糸．欄寺を機に  け 
二  

考えこいナi  

（再掲）」＝   

」1藩 皿 規  結婚Lた緩   結婚を機に  

考えていブL  

し川り．（）） 1（）∩．り  

（5fi．H）  川（）．（）  

（2リ．5） 川丑0  

（l：ミ．7） 1（）0＿0  
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 汗．渠計村象H、第IHれ亘識ト＝叫こて独身∴ 肯ち5  巨でいけ‡をイ〔ト、）オ【た二侶l勺・榊∴結媚Lた訂湖汗舟∴＝1√を）り〃）反什ソ）rl亡）、  

第」伸ノ珊潮沌欣が、継よハ仁い け〔ろ′ミくLたいrビイ －」J．iえノこい 「¢）Eりしたくない〔ハし、ずれか〃）音であろ 
たたし、朗杏上．朴直川＝「結姉L、かっ離朝しノ首を叛く  

囲7 第4回の結婚後の就業継続意欲別にみた女性の就業継続の有無  

第4回から第5回にかけての就業継続の有無  

結婚した後も続ける  

19 
結婚を機にやめる  

考えていない  ［
 
－
 O 20qb  40㌔  60％  80㌔  100㌔  

汗＝粟計対象は、苅1吐小㍉弟」い＝三ご独⊥才ご、r了i5いりE〉ごL・りケ‡を干しト、Jオl／二エリ）l牛＝i」にホ．【「姉Lた結婚前に什ルあり〃）文化J）う守J、   
第1回ソ舶婚ぷ：欲′1－、絶対Lたい けころノミくしイーし、「′レ、㍉し、）とそ，毒えプ言い 毒）妄りLた〈プ言い いし、ずれカーゾ）者であるL  

たたL、調査と胡ナニL／川りにホ∴媚し、、ノ）離婚しノ′′一石／を′ド〕：く  
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結婚を考えている相手や家族が退職することを望んだり、あるいは、会社に働き続けにくい雰囲気  

があるということがあった女性では、「同一就業継続」が35．3％、「離職」が55．9％となっている。   

第4回の結婚後の就業継続に関する家族の考え方や会社の雰囲気別に、就業継続の有無をみると、  

「結婚を考えている相手や家族が結婚後退職することを望んでいる」あるいは「会社に結婚後働き  

続けにくい雰囲気がある」ということがあった場合、「同一就業継続」が35．3％、「離職」が55．9％と  

なっている。   

また、「結婚を考えている相手や家族が結婚後退職することを望んでいる」、「会社に結婚後働き続  

けにくい雰囲気がある」ということがいずれもなかった場合、「同】・就業継続」が54．2％、「離職」が  

27．6％となっている。（表9、図8）  

表9 第4回の結婚後の就業継続に関する家族の考え方や会社の雰囲気別にみた  

女性の就業継続の有無  

（単位：％）  

同一就業  
総数  継続   転職   離職   

．．．第  
（100．0） 100．0  51．5  15．9  ニうL7   

黎4 人族l叫  総数  

⊥ての♂〕 社暑  結婚を考えている相手や家族が退職することを望んだり、   
（15．0） 100．0  二う5∴う  8．8  55．9   

J）ぇ  あるいは、会社に働き続けにくい雰囲気がある   
万  
や  卜ご己♂）ようなことはいずれもない   （84．6） 100．0  54．2  17．2  27．6   

往＝l）集計対象は、第1卜」】から第4「軋たで独身で、第5［軒主で卜り答を得られたこの1年牒に結婚した結蛸前に什事ありの女件のう、ら、  
第4回の結捕ぷ欲が、「絶対したい」rなるべくしたい」「どららとも言‾えない「あまりしたくない」ぴ）いずれか〝）者である  
ただし、調査と調査の閲に結婚し、かつ離婚した者を除くし 

2）総数には、結婚後の就業継続に関する家族の考えノノや会社の写別井l気不評、就業継続の有無不詳を含む 

図8 第4回の結婚後の就業継続に関する家族の考え方や会社の雰囲気別にみた  

女性の就業継続の有無  

結婚を考えている相手や家族が退職  
することを望んだり、あるいは、会社に  
働き続けにくい雰囲気がある  

上記のようなことはいずれもない  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

注：り集計対象は、第1L吐から第4回まで独身で、第5［可まで回答を得られた二〝）】隼閏に結婚した結婚前にfl二事ありの女件の〕ち、  
第41ulの結婚意欲が、「絶対Lたい」「なるべくしたい」「どちらとも「キえない」rあまりしたくない」のいずれかの者▼ごある、 

ただし、調査と調査の間に結婚し、かつ離婚した者を除く〔－  
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Ⅱ 夫婦における子どもの出生の状況  

1 この4年間の出生の状況  

（1）出生の状況  

この4年間に、第1回からの夫婦の33．2％、第2回からの夫婦の70．7％、第3回からの夫婦の52．5％、  

第4回からの夫婦の39．3％に子どもが生まれた。   

この1年間に、第1回からの夫婦の5．5％、第2回からの夫婦の20．0％、第3回からの夫婦の21．8％、  

第∠l回からの夫婦の39．3％に子どもが生まれ、この4年間では、それぞれ33．2％、70．7％、52．5％、39．3％  

の夫婦に1人以上の子どもが生まれた。（表10、図9）  

表10 妻の年齢階級別にみたこの4年間の出生の状況  
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図9 この4年間の出生の状況  

第1回からの夫婦  

第2回からの夫婦  

第3回からの夫婦  

第4回からの夫婦  

Oq8  20％  40年o  60ウノ0  80％  100％  

Ⅰ：1）某．汗対象ごt、仁［∴」Lブ∵．；亥、【トトろJ、／恒卜二、′♭〕ろ  
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（2）妻の仕事の有無別にみた状況  

子どもがいなかった夫婦は、妻の仕事が正規の場合の43．9％に第1子が生まれている。   

第1回、第2回、第3回及び第4回からの夫婦について、「出生あり」は出生前の、「出生なし」  

は第4回の妻の仕事の有無別に、この4年間の出生の状況をみた。   

「仕事あり」で就業形態が「正規」の場合37．3％、「非正規」の場合19．3％、「仕事なし」の場合38．6％  

に子どもが生まれている。また、子ども数にかかわらず、「非正規」の場合に子どもが生まれている  

割合が低い。（表11、図10）  

表11 妻の仕事の有無別にみたこの4年間の出生の状況  
（単位：〔舛，）  

総数  †一どもなし  1人  2人以仁  

■しI招i あり  出／L なし  総数  第1／一 ■【fl生  第2†－ ′巨  都3「一  
総数  総数   H  

あり   あり   H牛 なし  総数   ／洲降 出′Lあり  H 
妻   

総数   （100．0）100．0  31．1 68．6 100．0  38．2  61．8 100．0  52．9  47．1100．0  ‖．9  85．1   

♂）   仕事あり   （6（）．2）100．0  26．6  7二i．1100．0 ：う軋H  61．2 100．0 15．6  51．1100．0 10．7  とi9∴う   
仕  

事  （再掲）11三規  （19．7）100．0  37．3  62．7 100．0  43．9  56．1100．0  57．6  42．4 100．0 13．8  86．2   
の  
有  （再掲）非」巨規  （31．6）100．0 19．3  80．7 100．0  32．3  67．7 100．0  33．8  66．2 100．0   7．9  92．1   

無   〃二事なし   （39．7）100．0  こう8．6  61．4 100．0  こ∃軋8  63．2 100．0  59．4  40．6 100．0  21．5  78．5   

注：1）集計対象は、Ⅷまたは②に該、11する人婦である（′ ただし、真の r出空前データ」が得られていない人婦は除く。  

心第1巨－】から第5し可まで叔んかJJL＝】答を絹イ，れている人偏  
（』第1回に独身で第4［・iほでの肛に結婚し、糸封倖後第5「珂吏で双ノノから［呵答を得られている大姉  

2）什事♂）有無、就業形態は、申廿凍り」はH／†揃f〝）、㌻Hl／トなし」は第4巨一拍）りこ況であるrJ  

3）「′・どもなし」「1人」「2人以卜」は、侶／ヰミ前の状況である‖  
4）4隼間で2人以ヒ侶／Lありの場合は、末／▼に／）いて計上している 
5）総数には、什瓢ル有無不ぶを含むr 

図10 妻の仕事の有無別にみたこの4年間の出生の状況  

子どもなしの夫婦  

0ワも  20？′占  40％  60％  80％   100％  0％  20％  40ウら  60％  80％   100％  

子ども1人の夫婦  子ども2人以上の夫婦   

第3子以降出生あリ  

第2子出生あリ57．6  出生なし86．2  

仕事なし  仕事なし  

0％  20％  40％  60％  80％  100％   

か乃「H生前データ」が得られていない大姉ユ除く〔  

0％  20％  40％  60％  80％    100％   

托：1）集計対象は、圧）または②に該、⊥1する夫婦である。ただし  
〔0第l回から第5r‖はで双方からい1答を得られている大姉   
②第1何に独身で第4回までの町こ結婚し、結婚後第5叶圭で双方▲からl可答を得られている夫抑  

2）仕事のイ］－無、就業形億は、川1／トあり」はけ1′h）r†の、「Ⅲ隼なし」は第4【「車け伏況である（  
：弓）「r・どもなし」「1人」 r2人以l二」は、H隼前の状況である。  
4）4年間で2人以L州′トありの場合は、未了▲について計上しているノつ  

－13－  
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（3）妻の職場における育児休業制度の有無別にみたこの3年間の出生の状況  

子どもが1人いる夫婦では、妻の職場に育児休業制度がある場合45．5％、制度がない場合28．0％に  

第2子が生まれている。   

第1回、第2Lリ1、第3r・－1及び第4回からの夫婦明うち、「山生あり」は出生前に、「出生なし」は  

第4回に妻が会社等に勤めていた夫婦について、妻の職場の利用吋能な育児休業制度の有無別に、  

この3年間の出′上の状況をみた。   

真の職場に、育児休業の「制度あり」で、「第1子≠生あり」は34．3％、「第2子出生あり」では  

45．5％、「第3子以降出生あり」では10．9％となっており、「制度なし」では、それぞれ31．2％、28．09も、  
5．2％となっている。（表12、l又111）  

表12 真の職場の育児休業制度の有無別にみたこの3年間の「H生の状況  
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図11 女の職場の育児休業制度の有無別にみたこの3年間の出牛の状況  
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（4）夫の休日の家事・育児時間別にみた状況  

子どもがいる夫婦は、夫の休日の家事・育児時間が長い方が第2子以降の生まれる割合が高く  

なっている。   

第1回、第2回、第3回及び第4回からの夫婦について、 「出生あり」は出生前の、「出生なし」  

は第4回の夫の休日の家事・育児時間別に、この4年間の出生の状況をみた。   

子ども1人の夫婦では、「家事・育児時間なし」で20．5％、「8時間以上」で63．2％に第2子が生ま  

れている。また、子どもがいる夫婦全体でみると、「家事・育児時間なし」で7．5％、「8時間以上」  

で40．1％に第2子以降が生まれており、家事・育児時間が長いほど子どもが生まれている割合が高く  

なっている。 （表13、図12）  

表13 夫の休日の家事・育児時間別にみたこの4年間の出生の状況  

（中位：％）  

総数  「どもなし  1人  2人以」二  

弟1」  苅2／  て巧こうr  

総数   ＝隼あり  Ltノ′トニなし  総数   ＝′卜あり  ＝1イ王L  総数   什牛あり  tロイ亡し  株数   以降 卜′卜あり  †廿なしノ   

総数   （100．0） 川0．0  こう1．5  6R．5 iOO．0  こ18．1 6l．9 100．0  5：う．0  ′17．O 100．0 】5．0  85．0  

夫                         家事・育児日用軌L  （H．9） 100．0  25．7  71．：う 100．0  こ拍，：う  60．7 100．0  20．5  79．5 100．0  1．】 98．9   
∵十  

家休  2時間来澗   （26．9）100．0  27．2  72．8 100．D  37．9  62．1100．0 ：i5．9  61．1 川0．0   8．7  別．3   

事＝ ・〔∴  2～4時間木l満   （21．∫′1） 100．0  27．1  72．6 10（〕．0 ：汁6  6F；．1 100．0  51．2  1日．8 100．0  11．7  R軋3   

＿∠ヾ H  （13．6）100．0  こぅ1．′′1 65．6 100．0  45．5  5′1．5 100．0  56∴う  13．8 100．0  19．6  80．′1   
圧て   
帖  6（）H‖判別木湖   （5．9） 川0．0  こi9．1 6（）∴）100．0  50．0  50．0 100．0  63．8  36．2 100．0  け′1 82．（；   

r‖   日時間以l （1～）．3）lnO．0  40．3  59．7 100．0  55．6  44．1 1（〕00  6こぅ．2  36．8 100．0  2′1．1 75．6   

往：＝集計対照再、〔D圭たけ怒に該：」トナ一る‖㍍大凧て凍る「ノ ただL、よ〝）「廿′hlγげ」ノータ」が得られていないノこ妬ま除くし  
浩第1l［】Jから第5い∫†よで双方一か「J回答を‖量れている左裾  

②第1l‖lに独身で第4l‖はでのl昔】に結婚し、結婚後第5回まで双ノノからぃり答を得られている夫鋸   
2）家一拝・育児時間H、1川二あり」は川井誹」L7）、「川牛なし」は第4l・・】ぴ〕状r兄である」   

：う）FどもなL。「1人」「2人以上二」は＝／hlγ付〕状況である 
弟4年≠で2人以トリ川■性ありの場合沃、来rに／）いて計卜している′J   

5）総数にけ、家中∴†相川邪i】イ＼．洋を含むL  

図12 子どもがいる夫婦の夫の休日の家事・育児時間別にみた  

この4年間の第2子以降の出生の状況  

出生あり29．4  出生なし70．6  総数   

家事・育児時間なし  

2時間未満  

2～4時間未満  

4～6時間未満  

6～8時間未満  

8時間以上  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

往：1）集計対顔烏、〔0王たは②に該、lり‾るl－吊㌢左婦である〕ただし、姦の「‖性前チーク」′甘得られていないん帰は除くし  
〔カ第1lulから第5何点で叔カから回答を得られている人婦  
②第1回に独身で第4L・・はでの聞に結婚し、結婚後苅5匡ほで叔ノブか「」‖1答を得られている大姉   

2）家事・育児時間は、「川／巨あり」は旧年前〝）、「州ノトなし」は第4回の状況である   
3）4年間で2人以上のけ丑ありの場合は、末「に／ついて．汁Lしている 
1）総数には、家事・育児時聞不詳を含む。  

一15－   




